
ワゴン R

EPS（電動パワーステアリング）自己診断要領

■適応車種：ワゴン R（MC11S/MC12S/MC21S/MC22S）  

■適応年式：平成 10 年 10 月～  

EPS（電動パワーステアリング）自己診断要領に関して記載しますので、参考にして下

さい。  

尚、この車両のEPSは故障診断機との通信機能が無い為、故障診断機による故障コ

ードの読み出しは実行できません。  

故障コードの表示

１．ダイアグカプラの３番端子と４番端子に電圧計を接続して下さい。  

※注意※

ダイアグカプラ（黒色６極）は助手席グローブボックス奥（グローブボックスは取り外し

てください）になります。  

〈図：ダイアグカプラへ電圧計の接続〉 



２．エンジンを始動して下さい。  

３．電圧計の振れによって故障コードを読み取って下さい。  

〈図：故障コードの表示例〉 



故障コード一覧表



故障コードの消去

１．IG SW を ON にして下さい。  

２．ダイアグカプラの３番端子と４番端子を４秒以上接続して下さい。  

※注意※

ダイアグカプラ（黒色６極）は助手席グローブボックス奥（グローブボックスは取り外し

てください）になります。  

〈図：ダイアグカプラ〉 

３．次に、接続した３番端子、４番端子をオープンします。  

オープンする時間は２秒間以内で行なって下さい。その後、１０秒以内に接続→オー

プンを５回以上行い故障コードを消去します。  

〈図：故障コード消去方法〉 


